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■■  ははじじめめにに  
コミュニケーションにおいて、神経発達症を抱える人々

が「空気を読めない」と呼ばれることが臨床場面で報告さ
れている。相手の感情状態を認識することは円滑なコミュ
ニケーションを図るのに重要な能力である。感情の情報伝
達には顔表情が大きな役割を担う。また、会話の前後関係
などから、相手の心理状態を把握する上で、重要となる能
力は心の理論だ。神経発達症の1つである、自閉スペクト
ラム症（autism spectrum disorder: ASD）の場合、顔表情の
認識や他者の心情を推測する「心の理論」に問題があると
される（Baron, 2009）。一方、注意欠如・多動性障害
（attention-deficit hyperactivity disorder: ADHD）では「心
の理論」には定型発達者と同様に問題が見られないが、
顔の知覚や認知に困難がある可能性が指摘されている
（Abdullah et al., 2024）。特にADHDの人々はネガティブな
表情（悲しみや怒り顔など）に対し、弁別の困難を示すこと
が報告されている。しかしながら、行動学的および神経学
的な研究は限られている。このことから神経発達症は同じ
一形態であるものの、表情弁別不全の様相が異なることが
示唆されている。このような背景から、本研究では、異なる
神経発達症で表情弁別に関する方略や神経機序にどの
ような差異があるかを検討することを目的とした。 
 
■■  活活動動内内容容  
１．視線追跡による顔表情弁別方略の検討 
本研究では、顔表情モーフィング課題を用いた心理学

実験を通じて、課題遂行中の視線データを収集する。使
用機器は視線追跡装置Tobii Proで、行動成績を含むデー
タを計測する。顔刺激の提示方法としては、図1に示したよ
うに、無表情の顔がランダムに6種類の表情のいずれかに
10秒間かけて変化するよう設定した。参加者は顔表情の
変化を認識した時点で素早くボタンを押し、次画面で変化
した表情を回答する（図2）。実験参加者は、北海道大学に
所属し、視力または矯正視力が正常な大学生および大学
院生とする。ADHD傾向の測定には、成人期ADHD自己
記入式症状チェックリストの日本語版を使用し、ADHD高
群と低群に分類する。また、ASD傾向についてはAQ日本
語版自閉症スペクトラム指数を用いて分類を行う。本研究
の目的は、先行研究で指摘されているネガティブな顔に
対する認識不全が再現されるか、また各表情の認識に異
なる方略が用いられているかを視線追跡により分析するこ
とにある。また、Tobii Proは瞳孔径の計測も可能であり、瞳

孔径は心理的興奮やストレス状態を反映する生理指標とし
て注目されている。中森ら（2011）は、実験参加者が嫌悪を
示す顔を注視後に瞳孔が拡大したことから、生理的な興奮
状態と関連があることを示した。このため、ADHDにおける
ネガティブ表情認識の特異的な困難を瞳孔径を用いて検
討する可能性が考えられる。 
 
２．脳磁図(ＭＥＧ）による顔表情弁別時の神経応答の検討 
本研究でも、顔表情モーフィング課題を用いた心理学

実験を通じ、課題遂行中の脳活動をMEGにより計測する。
先行研究ではfMRIを用いて、ネガティブな顔表情刺激提
示時の扁桃体および前頭前野領域の血流動態活動を分
析し、ADHD群においてはネガティブ顔提示時の扁桃体
の活動が減衰することが示された（Tammo et al., 2022）。
このような結果を踏まえ、本研究でも同様に、ネガティブ顔
に対する弁別不全の検証と、その神経機序の解明が期待
される。 
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